
南

方
（
そ
の
他
）
　 

労
苦
体
験
記
　 

京
都
府
　
矢
野
美
三
雄
　 

一
．
出
生
か
ら
兵
役

―
出
生
か
ら
兵
役
ま
で
の
生
活
状
況
―

大
正
五
年
九
月
二
十
日
京
都
府
加
佐
郡
倉
梯
村
堂
奥
一
〇
四

五
（
現
舞
鶴
市
堂
奥
町
一
〇
四
五
番
地
）
に
祖
父
母
、
父
母
、

兄
二
人
、
姉
二
人
、
妹
一
人
と
私
の
十
人
家
族
に
生
ま
れ
た
。

家
業
と
し
て
は
農
業
を
主
と
し
て
い
た
が
、
父
は
村
役
場
の

収
入
役
と
し
て
勤
務
、
田
畑
約
二
町
歩
と
山
林
、
薮
あ
り
、
し

か
も
農
家
の
三
男
坊
と
し
て
、
す
こ
ぶ
る
の
ん
気
に
大
き
く
な

っ
た
。

昭
和
十
年
府
立
中
学
校
を
卒
業
し
た
が
成
績
も
芳
し
く
な
く
、

勉
強
も
好
ま
ず
、
し
か
た
な
く
軍
部
万
能
時
代
の
波
に
乗
り
、

軍
港
都
、
舞
鶴
の
艦
船
兵
器
製
造
の
海
軍
工
廠
会
計
部
に
就
職

し
た
。
日
給
一
円
三
十
銭
と
超
過
勤
務
に
よ
り
二
分
の
増
収
。
大
体

二
十
七
日
勤
務
し
、
月
平
均
約
四
十
二
円
余
と
年
賞
与
一
回
。

勤
務
年
数
に
よ
っ
た
が
私
の
場
合
は
十
五
日
分
く
ら
い
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
戦
局
の
推
移
に
伴
い
、
お
い
お
い
ハ
ー

ド
な
勤
務
と
な
っ
た
。

〔
兵

役
〕

昭
和
十
一
年
徴
兵
検
査
を
受
け
た
が
体
重
が
合
格
の
基
準
よ

り
不
足
し
た
た
め
丙
種
第
二
国
民
兵
役
に
編
入
さ
れ
た
。

中
学
校
に
て
配
属
将
校
に
よ
る
教
練
検
定
に
、
昭
和
十
年
合

格
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
、
そ
の
資
格
を
生
か
す
こ
と
な
く
終



わ
っ
た
。

国
家
総
動
員
法
に
よ
る
自
家
徴
用
工
員
と
し
て
海
軍
工
廠
の

一
員
と
な
り
技
術
報
國
の
一
翼
を
担
っ
た
。

〔
兵
役
と
家
族
〕

自
宅
よ
り
自
転
車
で
約
一
時
間
を
要
し
て
通
勤
し
た
。
父
母

兄
姉
共
に
健
在
で
、
生
計
は
何
ら
自
分
に
は
関
係
な
し
。

国
策
に
沿
い
貯
金
国
債
購
入
に
給
料
を
当
て
た
。

〔
外
地
派
遣
〕

工
廠
の
上
司
で
あ
る
会
計
部
部
員
主
計
少
佐
に
す
す
め
ら
れ

て
、
六
年
余
り
勤
め
た
工
廠
に
昭
和
十
七
年
二
月
十
一
日
別
れ

を
告
げ
、
二
十
有
七
年
住
み
な
れ
た
故
郷
を
後
に
し
て
工
廠
よ

り
転
雇
の
同
僚
四
人
と
共
に
ジ
ャ
バ
占
領
後
に
設
立
さ
れ
る
第

百
二
海
軍
経
理
部
（
昭
和
十
七
年
二
月
上
旬
海
軍
省
分
室
に
準

備
室
開
設
）
の
雇
員
筆
生
と
し
て
呉
軍
需
部
内
設
立
事
務
所
へ

二
月
十
二
日
出
頭
し
た
。

工
廠
よ
り
外
地
派
遣
は
開
戦
後
日
も
浅
か
っ
た
の
で
、
出
発

に
際
し
て
は
会
計
部
長
主
計
大
佐
の
案
内
で
工
廠
長
少
将
閣
下

に
挨
拶
に
参
上
し
、
工
廠
の
名
誉
を
汚
さ
ず
軍
務
精
励
せ
よ
と

励
ま
さ
れ
た
。

二
十
五
日
呉
を
徴
傭
船
「
東
京
丸
（
六
四
七
一
ト
ン
）

」
に
経

理
部
軍
需
部
工
作
部
病
院
の
数
百
名
が
乗
船
、
出
港
し
た
。
下

士
官
兵
と
判
任
官
以
下
の
軍
属
は
船
倉
の
居
住
区
で
暑
苦
し
か

っ
た
。
途
中
三
月
四
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
に
上
陸
、
先
遣
第

百
一
経
理
部
の
歓
待
を
受
け
、
十
二
日
出
港
。
緒
戦
の
勝
ち
戦

と
は
い
え
残
敵
、
未
だ
太
平
洋
に
う
よ
う
よ
し
て
い
て
軍
船
の

行
動
は
心
細
い
。

浮
遊
す
る
ビ
ー
ル
箱
を
潜
望
鏡
と
誤
認
し
て
大
騒
動
を
し
た

こ
と
、
再
三
偽
装
の
木
製
大
砲
を
備
え
て
指
揮
官
退
役
の
老
大

佐
、
准
士
官
一
名
、
下
士
官
兵
十
名
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
ま
た
頼

り
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
は
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
最
中
で
十
五
日
、
百
二
経
マ
カ
ッ

サ
ル
支
部
に
仮
入
部
待
機
し
、
二
十
五
日
「
興
安
丸
」
に
乗
り

換
え
最
終
任
地
向
け
出
港
す
る
。「
東
京
丸
」
同
乗
の
各
部
は

ス
ラ
バ
ヤ
ヘ
直
行
し
た
。

任
地
に
二
十
七
日
到
着
、
二
十
八
日
経
理
部
バ
リ
ッ
ク
パ
パ

ン
支
部
の
看
板
を
か
か
げ
た
。
思
え
ば
呉
出
港
以
来
、
正
に
一

カ
月
、
魔
の
海
バ
シ
ー
海
峡
を
突
破
し
、
酷
暑
の
赤
道
直
下
で



潜
水
艦
を
さ
け
て
「
之
」
字
航
海
を
行
い
、
敵
機
の
襲
撃
な
か

ら
ん
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
は
が
ゆ
い
航
程
で
た
ど
り
着
い
た
の

で
あ
る
。

派
遣
地
に
お
け
る
編
制
は
呉
海
軍
鎮
守
府
所
管
第
二
南
遣
艦

隊
所
属
の
特
設
海
軍
経
理
部
で
、
第
百
二
海
軍
経
理
部
長
海
軍

主
計
大
佐
は
第
二
南
遣
艦
隊
主
計
長
を
兼
務
し
、
旧
蘭
領
東
印

度
に
所
在
す
る
艦
船
部
隊
、
各
庁
の
予
算
決
算
執
行
と
、
検
査

を
行
う
会
計
の
元
締
で
、

本
部
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
パ
リ
ク
パ
パ
ン
、

マ
カ
ッ
サ
ル
に
設
置
さ
れ
た
。

私
は
古
参
雇
員
に
つ
き
書
記
任
官
手
続
を
再
三
本
省
に
具
申

さ
れ
た
が
、
多
く
の
艦
船
覆
没
、
航
空
機
撃
墜
さ
れ
そ
の
機
を

逸
し
、
最
後
は
第
二
南
道
艦
隊
司
令
長
官
の
委
嘱
に
よ
る
海
軍

部
内
限
判
任
官
待
遇
嘱
託
と
し
て
海
軍
の
勤
め
の
幕
を
閉
じ
た
。

二
．
軍
務
戦
闘

身
分
は
軍
属
で
、
軍
人
で
は
な
く
て
も
海
軍
刑
法
や
海
軍
処

罰
令
の
適
用
を
受
け
、
軍
人
に
準
じ
時
に
は
海
軍
部
隊
と
し
て

階
級
に
よ
る
命
令
は
厳
と
し
て
存
在
し
、
経
理
部
支
部
長
部
員

（
主
計
科
士
官
）
、
主
計
科
下
士
官
兵
以
上
、
軍
人
判
任
文
官
、

雇
員
奏
任
官
嘱
託
、
判
任
官
嘱
託
以
上
軍
属
総
勢
約
四
十
名
で

あ
っ
た
。

軍
人
や
文
官
に
は
階
級
や
先
任
順
は
は
っ
き
り
決
ま
り
問
題

な
し
。
私
等
雇
員
の
中
で
も
海
軍
各
庁
よ
り
の
転
雇
者
は
優
遇

さ
れ
、
庁
内
の
中
枢
的
立
場
に
あ
っ
て
部
外
よ
り
の
採
用
者
を

指
導
し
た
。

雇
員
は
陸
軍
徴
兵
検
査
や
病
気
や
希
望
に
よ
り
内
地
送
還
が

あ
っ
た
。

な
お
、
雇
員
の
中
に
は
南
進
女
性
が
五
人
ほ
ど
い
た
。

嘱
託
者
は
現
地
商
社
マ
ン
が
嘱
託
さ
れ
た
も
の
で
学
歴
経
歴

に
よ
り
奏
任
判
任
の
区
別
が
あ
っ
た
。

官
の
設
営
し
た
官
舎
に
分
宿
し
雇
員
の
製
糧
士
の
調
理
に
よ

り
食
事
が
供
せ
ら
れ
、
現
住
民
の
下
男
下
女
を
使
い
日
常
生
活

の
所
用
を
な
さ
し
め
て
い
た
。

〔
軍
務
戦
闘
の
中
の
体
験
〕

任
地
に
上
陸
し
た
と
き
、
即
ち
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
七
日

こ
ろ
は
、
パ
リ
ク
パ
パ
ン
は
日
本
軍
の
攻
撃
に
て
市
街
は
大
部

分
焼
失
し
、
電
灯
、
水
道
皆
使
え
ず
、
最
初
は
ろ
う
そ
く
に
て

照
明
を
と
り
勤
務
し
た
。



占
領
直
後
は
日
本
銀
行
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
経
理
部
が
何

万
と
い
う
軍
票
ギ
ル
ダ
ー
券
を
保
管
し
、
当
直
室
金
網
の
中
で

冷
た
い
軍
票
と
同
居
し
、
暑
い
南
洋
の
夜
を
約
半
年
送
っ
た
。

南
方
に
つ
き
台
湾
銀
行
が
進
出
し
て
来
た
日
銀
代
行
の
南
方

開
発
金
庫
の
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
り
軍
票
も
本
職
に
移
管
し

た
。昭
和
十
八
年
八
月
十
三
日
深
夜
Ｂ24

数
機
来
襲
し
て
、
こ
の

世
に
生
を
受
け
て
二
十
七
年
間
そ
れ
こ
そ
初
体
験
で
肝
を
冷
し

た
。友
軍
よ
り
打
ち
出
す
高
射
砲
は
あ
た
か
も
両
国
の
花
火
の
よ

う
で
壮
観
の
一
語
に
つ
き
た
が
、
盲
蛇
に
お
ち
ず
で
砲
弾
の
破

片
落
下
で
死
傷
す
る
か
ら
絶
対
に
壕
へ
入
れ
と
後
刻
厳
命
が
あ

っ
た
。
そ
れ
以
後
空
襲
の
主
な
も
の
は
、
九
月
三
十
日
Ｂ24

七
二
機
、

十
月
三
日
Ｂ24

数
機
、
十
月
十
日
Ｂ24

百
七
機
・
Ｐ38

一
一
機

・
Ｂ47

一
六
機
、
十
四
日
Ｂ24

九
八
機
、
昭
和
十
九
年
に
入
る

と
、
連
日
連
夜
定
期
便
と
な
っ
た
。
私
は
詳
細
に
書
き
留
め
て

い
た
が
、
引
揚
げ
の
際
検
査
で
書
類
を
持
ち
帰
る
と
戦
犯
に
す

る
と
お
ど
か
さ
れ
、
貴
重
な
文
献
も
放
棄
し
た
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
残
念
の
極
み
で
あ
る
。

南
ボ
ル
ネ
オ
は
陸
海
軍
協
定
に
よ
り
海
軍
担
当
地
域
に
つ
き
、

第
二
南
遣
艦
隊
麾
下
の
第
二
十
二
特
別
根
拠
地
隊
司
令
官
の
中

将
か
少
将
が
最
高
指
揮
官
で
、
時
に
は
敵
艦
隊
来
攻
の
情
報
で

警
戒
配
備
の
命
も
出
て
戦
場
感
も
増
し
、
当
初
の
楽
園
が
地
獄

に
近
づ
い
た
。

本
務
の
事
務
も
帳
簿
を
鞄
へ
入
れ
て
防
空
壕
へ
入
っ
た
り
出

た
り
で
、
命
を
守
る
た
め
に
苦
力
を
駆
使
し
壕
づ
く
り
も
し
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
女
性
理
事
生
も
病
院
船
「
氷
川
丸

（
一
一
六
二
二
ト
ン
）
に
便
乗
し
引
き
揚
げ
る
こ
と
と
な
り
、

職
場
に
咲
い
た
五
輪
の
花
も
も
ぎ
と
ら
れ
後
は
殺
風
景
な
男
だ

け
の
世
界
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
こ
ろ
よ
り
開
戦
当
初
と
異
な
り
、
攻
守
立
場
を

か
え
て
き
た
当
時
は
、
連
合
軍
に
制
空
権
・
制
海
権
を
完
全
に

奪
わ
れ
た
。

石
油
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
は
油
の
一
滴
は
血
の
一
滴
と
大

事
に
さ
れ
て
い
た
油
都
パ
リ
ク
パ
パ
ン
も
空
し
く
宝
の
山
と
な

っ
て
手
が
届
か
な
か
っ
た
。
軍
艦
の
給
油
も
空
襲
の
合
間
に
陸

岸
横
着
け
で
す
る
と
い
う
哀
れ
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
こ



は
油
の
都
、
原
動
力
の
地
、
今
に
連
合
艦
隊
の
救
援
が
と
淡
い

望
み
を
抱
い
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
十
五
日
、
濠
軍
第
七
師
団
が
軍
艦
三
十
隻

で
来
攻
し
て
き
た
。
艦
砲
射
撃
の
威
力
も
の
す
ご
く
、
ず
し
ん

と
腹
に
こ
た
え
恐
ろ
し
か
っ
た
。

七
月
一
日
、
敵
約
三
万
上
陸
し
た
が
、
非
戦
闘
員
の
経
理
部

は
最
高
指
揮
官
よ
り
発
せ
ら
れ
た
「
千
早
二
号
作
戦
」
で
引
き

下
が
り
戦
法
で
あ
っ
た
。
ボ
ル
ネ
オ
の
大
河
マ
ハ
カ
ム
河
の
流

域
を
奥
地
へ
と
転
進
し
た
。

経
理
部
の
勤
務
員
も
、
二
十
年
四
月
陸
軍
暁
部
隊
に
召
集
令

状
な
し
に
召
集
さ
れ
た
が
、
実
際
の
身
分
給
与
勤
務
は
従
来
ど

お
り
で
、
陸
軍
下
士
官
や
兵
が
海
軍
経
理
部
内
に
勤
務
し
、
妙

な
も
の
で
あ
っ
た
。

経
理
部
も
主
計
隊
に
編
入
さ
れ
烹
炊
を
主
任
務
と
し
た
が
、

そ
の
炊
煙
を
目
標
に
さ
れ
多
く
の
戦
友
が
散
華
し
た
。

運
命
は
正
に
奇
に
し
て
妙
な
り
、
内
地
に
愛
す
る
妻
や
い
と

し
子
を
遺
し
、
戦
陣
に
た
お
れ
、
身
の
軽
い
独
身
の
私
が
命
永

ら
え
る
の
も
戦
と
い
う
悲
惨
事
の
な
せ
る
性
、
致
し
方
な
し
。

衣
食
な
ど
が
欠
乏
し
た
中
で
、
特
に
飢
餓
状
態
を
ど
の
よ
う

に
凌
ぎ
、
生
命
を
永
ら
え
た
か
、
ま
た
そ
う
い
う
状
況
下
で
軍

務
、
戦
闘
能
力
の
保
持
遂
行
及
び
部
隊
編
成
、
指
揮
命
令
系
統

は
確
立
さ
れ
て
い
た
か
。

敵
上
陸
ま
で
は
な
ん
と
か
空
襲
の
合
間
に
食
事
も
休
養
も
し

て
い
た
が
、
転
進
に
移
っ
て
か
ら
は
施
設
隊
が
先
行
し
て
設
営

し
た
小
屋
で
雨
露
を
し
の
ぎ
、
主
計
隊
が
食
糧
補
給
所
を
設
け

て
い
た
。
し
か
し
、
敵
の
追
及
は
激
し
く
な
り
食
糧
を
す
て
て

命
か
ら
が
ら
逃
げ
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
知
己
の
都
山
流

の
名
手
の
一
下
士
官
が
病
魔
で
路
上
に
倒
れ
て
い
る
の
も
見
捨

て
て
下
が
っ
た
。
今
思
え
ば
、
せ
め
て
一
滴
の
水
で
も
飲
ま
せ

て
お
い
た
ら
と
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
。

戦
闘
中
の
私
の
主
任
務
は
、
敗
色
で
価
値
な
く
な
っ
た
反
故

の
よ
う
な
軍
票
運
搬
で
、

苦
力
に
担
が
せ
山
中
を
さ
ま
よ
っ
た
。

無
軍
令
権
の
主
計
少
佐
が
変
則
の
野
戦
大
隊
長
に
な
っ
た
が
、

こ
の
方
は
原
住
民
虐
殺
で
死
刑
と
な
る
。
な
お
主
計
科
下
級
士

官
養
成
の
た
め
二
年
現
役
制
度
が
あ
っ
た
が
、
長
年
海
軍
の
飯

を
食
っ
て
き
た
下
士
官
の
中
に
は
、
職
業
軍
人
の
経
理
学
校
出

士
官
に
心
か
ら
服
従
し
て
い
た
が
、
二
年
現
役
に
対
し
て
は
抗

命
の
罪
の
場
面
が
再
三
あ
っ
た
。



軍
務
戦
闘
下
に
お
い
て
病
気
・
け
が
そ
の
他
の
災
難
か
ら
ど

の
よ
う
に
身
を
守
っ
た
か
。
ま
た
不
幸
に
し
て
病
気
や
け
が
を

負
っ
た
と
き
の
手
当
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
（
野
戦
病
院
等
）

。

来
攻
前
ま
で
は
根
拠
地
隊
や
燃
料
廠
の
病
舎
が
充
実
し
、
私

も
酷
熱
の
地
の
な
れ
ぬ
勤
務
や
家
郷
を
離
れ
た
さ
び
し
さ
や
ス

ト
レ
ス
蓄
積
で
、
左
胸
膜
炎
に
か
か
る
も
早
期
治
療
と
手
厚
い

看
護
で
全
快
し
幸
い
で
あ
っ
た
。
敵
が
上
陸
し
交
戦
状
態
に
入

っ
て
か
ら
は
戦
死
・
戦
傷
病
者
続
出
し
、
麻
酔
な
し
で
手
術
が

行
わ
れ
た
り
医
薬
品
の
不
足
で
中
々
手
が
回
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

私
は
空
襲
を
さ
け
て
の
林
間
生
活
多
く
、
日
照
時
間
中
の
行

動
が
少
な
か
っ
た
た
め
下
痢
症
状
を
来
た
し
、
つ
い
に
ア
メ
ー

バ
赤
痢
に
な
っ
た
か
と
、
心
配
に
な
っ
た
。
同
行
の
衛
生
大
尉

に
実
状
を
い
い
指
導
を
受
け
た
が
、
努
め
て
日
光
に
当
た
り
体

を
温
め
よ
、
と
の
こ
と
で
そ
の
と
お
り
に
し
た
ら
数
日
で
回
復

し
た
。
山
道
で
足
が
だ
る
く
脚
気
に
な
っ
た
と
早
合
点
し
た
が
、
野

草
で
灸
せ
よ
と
教
え
ら
れ
良
く
な
っ
た
。

―
病
気
や
け
が
と
原
隊
復
帰
は
円
滑
に
い
っ
た
か
、
完
全
治

癒
し
な
い
で
の
復
帰
は
な
か
っ
た
か
―

海
軍
の
役
所
に
も
任
務
や
事
務
の
分
担
が
あ
り
余
分
の
人
間

は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
病
気
に
な
る
と
他
の
者
が
カ
バ
ー

し
て
く
れ
る
。
が
迷
惑
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
し
、
私

の
胸
膜
炎
の
場
合
は
完
全
治
癒
ま
で
い
か
な
く
て
も
宿
舎
内
の

病
室
に
て
養
生
し
症
状
に
よ
り
軽
業
と
し
て
執
務
し
た
。

そ
し
て
昭
和
十
七
年
四
月
に
侍
従
武
官
御
差
遣
の
際
に
、
病

舎
空
室
多
い
た
め
軽
傷
で
も
入
院
さ
せ
ら
れ
、
病
舎
の
体
面
を

保
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
．
終

戦

―
い
つ
ど
こ
で
ど
う
い
う
形
で
終
戦
を
知
っ
た
か
、
そ
の
と

き
ど
う
い
う
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
―

終
戦
は
八
月
十
七
日
サ
マ
リ
ン
ダ
山
中
で
主
計
隊
長
の
詔
書

捧
読
に
て
知
る
が
、
敗
戦
は
米
国
二
世
の
二
年
現
役
士
官
の
話

や
敵
側
放
送
に
て
予
期
し
て
い
た
。

―
い
つ
ど
こ
で
ど
こ
の
国
の
軍
隊
に
武
装
解
除
さ
れ
又
は
投



降
し
た
か
、
そ
れ
は
円
滑
に
行
わ
れ
た
か
。
逃
亡
者
、
自

決
者
な
ど
は
い
な
か
っ
た
か
―

八
月
二
十
五
日
海
軍
最
高
指
揮
官
が
参
謀
帯
同
で
バ
リ
ツ
ク

パ
パ
ン
の
豪
州
（
現
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
軍
艦
上
に
て
降
伏
調

印
し
、
同
国
第
十
七
師
団
に
武
装
解
除
さ
れ
た
。
日
本
軍
は
小

銃
の
菊
の
御
紋
章
を
鑢
で
削
り
落
と
し
た
。

私
は
携
帯
し
て
い
た
昭
和
新
刀
一
本
と
海
軍
礼
装
刀
一
振
を

マ
ハ
カ
ム
の
大
河
に
投
じ
た
。
投
降
、
武
装
解
除
共
に
無
事
に

行
わ
れ
た
。
経
理
部
勤
務
者
の
中
の
病
弱
者
に
一
人
自
殺
者
が

あ
っ
た
。

―
捕
虜
体
験
が
あ
る
場
合
は
ど
こ
で
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
収

容
さ
れ
、
ど
う
い
う
生
活
で
あ
っ
た
か
―

捕
虜
と
は
哀
れ
の
一
語
に
つ
き
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
十

五
日
よ
り
翌
年
六
月
五
日
ま
で
の
抑
留
中
、
最
初
は
豪
軍
に
管

理
さ
れ
、
二
十
一
年
二
月
よ
り
は
蘭
軍
に
移
管
さ
れ
、
サ
マ
リ

ン
ダ
で
少
量
の
食
糧
で
露
命
を
つ
な
ぎ
、
野
草
を
摘
み
カ
ル
シ

ウ
ム
源
に
海
老
を
と
り
、
現
住
民
の
情
で
果
物
を
手
に
入
れ
、

炭
坑
復
旧
の
苦
役
に
酷
使
さ
れ
た
。
特
務
士
官
が
蘭
軍
の
兵
に

欠
礼
し
銃
殺
さ
れ
、
戦
犯
容
疑
者
発
見
の
た
め
一
列
に
並
ば
さ

れ
た
首
実
験
を
受
け
、
薄
氷
を
踏
む
気
が
し
た
。

四
．
復
員
後
の
生
活
と
家
族

―
い
つ
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
経
路
で
ど
こ
の
船
（
国
名
船
名

船
種
）
で
内
地
の
ど
こ
に
い
つ
復
員
し
た
か
、
な
ど
の
状

況
―

戦
犯
容
疑
者
約
三
百
名
を
残
し
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十

日
ボ
ル
ネ
オ
サ
マ
リ
ン
ダ
か
ら
マ
ハ
カ
ム
河
を
機
帆
船
に
便
乗

し
、
パ
リ
ク
パ
パ
ン
に
て
ア
メ
リ
カ
の
リ
バ
テ
ィ
型
「
ピ
ー
タ

ー
パ
ナ
ム
号
」
上
陸
船
に
て
、
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
名
古

屋
港
へ
復
員
し
た
。

復
員
船
中
で
燃
料
廠
会
計
部
工
員
が
、
戦
中
上
司
で
あ
る
会

計
部
長
主
計
大
佐
輸
送
指
揮
官
に
酷
使
さ
れ
、
ひ
ど
い
目
に
あ

っ
た
報
復
と
し
て
、
皆
の
前
で
土
下
座
し
謝
罪
せ
よ
と
要
求
し

大
事
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
船
長
が
船
中
の
警
察
権
は
、
船

長
に
あ
り
従
わ
ぬ
者
が
あ
れ
ば
近
く
の
連
合
軍
の
基
地
へ
引
き

渡
す
、
と
の
説
諭
で
治
ま
っ
た
一
幕
も
あ
っ
た
。

―
復
員
後
ど
こ
に
住
居
を
定
め
た
か
―



出
身
地
の
舞
鶴
へ
帰
還
し
親
の
膝
下
に
入
っ
た
。

―
復
員
当
時
の
家
族
の
安
否
と
生
活
状
況
―

復
員
し
家
に
着
く
前
に
、
甥
よ
り
実
母
が
昭
和
十
九
年
九
月

三
十
日
に
死
亡
し
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
慈
母
を
失
っ
た
悲
し

み
一
入
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
そ
の
日
は
私
の
大
空
襲
受
難
の
日

で
、
最
後
か
と
思
っ
た
厄
日
で
あ
っ
た
が
、
母
が
身
代
わ
り
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
諦
め
た
。
農
家
の
こ
と
故
、
戦
後
も
食
糧

難
は
な
し
、
一
応
生
活
は
安
定
で
あ
っ
た
。

復
員
後
は
職
探
し
に
奔
走
し
た
が
刑
務
所
看
守
の
み
募
集
あ

り
、
性
に
合
わ
ぬ
と
思
い
兄
の
世
話
で
特
定
郵
便
局
に
就
職
し

た
。
特
定
郵
便
局
も
改
善
さ
れ
国
家
公
務
員
の
身
分
と
な
り
、

生
活
の
基
盤
で
あ
る
職
務
に
精
励
し
、
三
十
一
年
間
勤
め
た
。

そ
の
間
数
回
各
種
表
彰
を
受
け
た
。
現
役
終
了
後
、
市
役
所
の

当
直
員
を
約
十
二
年
間
勤
め
た
。

結
婚
後
、
家
族
の
病
気
や
台
風
の
被
害
に
も
あ
っ
た
が
、
住

宅
も
新
築
し
子
や
孫
も
生
ま
れ
平
和
で
あ
る
。

終
戦
そ
し
て

飢
餓
の
レ
ン
パ
ン
島
へ
　 

―
第

三

気

象

連

隊
―

愛
知
県
　
森
由
治
　 

―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
脱
出
―

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
玉
音
放
送
は
、
非
番
の
者
が
全

員
整
列
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
連
隊
本
部
で
拝
聴
し
た
が
、

混
信
が
多
く
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
部
隊

の
特
性
か
ら
極
秘
情
報
や
、
カ
ル
カ
ッ
タ
放
送
な
ど
を
密
か
に

受
信
し
て
い
る
者
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
話
も
聞
い
て
い
た
の
で
、

直
ち
に
日
本
の
敗
戦
は
了
解
で
き
た
。

部
隊
は
終
戦
の
事
務
処
理
に
移
り
、
昨
日
ま
で
は
戦
闘
訓
練

・
防
空
壕
掘
り
な
ど
の
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
教
育
訓
練
に
明

け
暮
れ
て
い
た
私
た
ち
も
、

書
類
や
不
用
品
の
焼
却
を
行
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
、
連
隊
本
部
・
本
部
勤
務
隊
・
材
料
廠
の
約

四
百
人
は
、
残
留
申
し
送
り
要
員
（
約
四
〇
名
＝
こ
の
残
留
要




